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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
特
別
号

｢
令
和
」
に
つ
い
て

內

田

賢

德

万
葉
集
か
ら
と
っ
た
と
い
う
「
令
和
」
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
欲
し
い
。

と
ら
れ
た
の
は
、「
梅
花
歌
三
十
二
首
并
せ
て
序
」（
巻
第
五
・
八
一
五
～
八
四
六
）
の
序
で
あ
る
。

梅
花
歌
卅
二
首<

并
序>

天
平
二
年
正
月
十
三
日

萃
二

于
帥
老
之
宅
一

申
二

宴
會
一

也

于
レ

時
初
春
令
月

氣
淑
風
和

梅
披
二

鏡
前
之
粉
一

蘭
薫
二

珮
後
之
香
一

加
以

曙
嶺
移
レ

雲

松
掛
レ

羅
而
傾
レ

盖

夕
岫
結
レ

霧

鳥
封
レ

縠

而
迷
レ

林

庭
舞
二

新
蝶
一

空
歸
二

故
鴈
一

於
レ

是
盖
レ

天
坐
レ

地

促
レ

膝
飛
レ

觴

忘
二

言
一
室
之
裏
一

開
二

衿
煙
霞
之
外
一

淡
然
自
放

快
然
自
足

若
非
二

翰
苑
一

何
以
攄
レ

情

請
紀
二

落
梅
之
篇
一

古
今

夫
何
異
矣

宜
下

賦
二

園
梅
一

聊
成
中

短
詠
上

梅
花
の
歌
三
十
二
首<

并
せ
て
序>

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
帥
老
の
宅
に
萃
ま
り
て
、
宴
会
を
申
ぶ
。
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し

、

そ
ち
ら
う

い
へ

あ
つ

の

て
、
気
淑
く
風
和
ぐ
。
梅
は

鏡

前
の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。
加

以
、

曙

の

、

よ

き
や
う
ぜ
ん

ふ
ん

ひ
ら

ば
い

ご

か
う

か
を

し
か
の
み
な
ら
ず

あ
さ
け

嶺
に
雲
移
り
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を

傾

け
、

夕

の
岫
に
霧
結
び
、
鳥
は

縠

に
封
ぢ
ら

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

か
た
ぶ

ゆ
ふ
へ

く
き

う
す
も
の

と

れ
て
林
に
迷
ふ
。
庭
に
新
蝶
舞
ひ
、
空
に
は
故
雁
帰
る
。
こ
こ
に
天
を

蓋

に
し
地
を

坐

に
し
、

し
ん
て
ふ

こ

が
ん

き
ぬ
が
さ

し
き
ゐ

膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。
言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、

衿

を
煙
霞
の
外
に
開
く
。
淡
然
に
自

ち
か
づ

さ
か
づ
き

こ
と

う
ち

こ
ろ
も
の
く
び

え
ん

か

た
ん
ぜ
ん

ら
放
し
、

快

然
に
自
ら
足
り
ぬ
。
も
し
翰
苑
に
あ
ら
ず
は
、
何
を
以
て
か
情
を
攄
べ
む
。
請
は
く

ゆ
る

く
わ
い
ぜ
ん

か
ん
ゑ
ん

の

ね
が

は
落
梅
の
篇
を
紀
せ
、
古
と
今
と
夫
れ
何
か
異
な
ら
む
。
園
梅
を
賦
し
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す

し
る

ゑ
ん
ば
い

ふ

い
さ
さ

た
ん
え
い

べ
し
。

漢
文
序
と
し
て
、
こ
の
序
は
、
次
の
構
成
を
も
っ
て
い
る
（
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學

中
』（
一
九
六
四

塙
書
房
）
に
よ
る
）。

天
平
二
年
正
月
十
三
日

萃
二

于
帥
老
之
宅
一

申
二

宴
會
一

也

初
春
令
月

梅
披
二

鏡
前
之
粉
一

于
レ

時

氣
淑
風
和

蘭
薫
二

珮
後
之
香
二

曙
嶺
移
レ

雲

松
掛
レ

羅
而
傾
レ

盖

庭
舞
二

新
蝶
一

加
以

夕
岫
結
レ

霧

鳥
封
レ

縠
而
迷
レ

林

空
歸
二

故
鴈
一

盖
レ

天
坐
レ

地

忘
二

言
一
室
之
裏
一

淡
然
自
放

於
レ

是

促
レ

膝
飛
レ

觴

開
二

衿
煙
霞
之
外
一

快
然
自
足

若
非
二

翰
苑
一

何
以
攄
レ

情

請
紀
二

落
梅
之
篇
一

古
今
夫
何
異
矣

宜
下

賦
二

園
梅
一

聊
成
中

短
詠
上
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こ
の
序
が
四
世
紀
の
王
羲
之
「
蘭
亭
序
」（
注
）

に
倣
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
契
沖
以
来
の
定
説
。「
蘭
亭

序
」
は
、
代
表
的
な
類
書
『
藝
文
類
聚
』
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
全
文
で
は
な
く
、
恐
ら
く

上
代
人
は
、
八
世
紀
に
は
将
来
さ
れ
て
い
た
初
唐
の
法
帖
（
臨
模
本
、
唐
代
の
始
め
の
模
写
し
た
も
の
の

転
写
本
）
に
よ
っ
て
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
集
に
は
、「
思
は
じ
と

言
ひ
て
し
〈
手
師
〉
も
の
を
」

(

巻
第
四
・
六
五
七

坂
上
郎
女
）
の
よ
う
に
、
テ
（
助
動
詞
ツ
連
用
形
）
シ
（
助
動
詞
キ
連
体
形
）
を｢

手

師
」
と
表
記
し
た
例
が
あ
る
。「
手
師
」
は
能
書
家
の
こ
と
で
、
伝
説
的
な
そ
れ
と
し
て
の
王
羲
之
を
指
し

て
い
る
。「
王
羲
之
」
の
「
羲
」
字
を
「
義
」
で
代
用
さ
せ
た
「
義
之
」
で
テ
シ
を
表
記
す
る
例
（
「
月
日
選え

り

逢
ひ
て
し
〈
義
之
〉
あ
れ
ば
」
巻
第
十
・
二
〇
六
六
）
も
あ
る
。
ま
た
、
息
子
の
王
献
之
も
能
書
家

だ
っ
た
た
め
、
親
子
を
そ
れ
ぞ
れ
大
王
・
小
王
と
称
し
た
こ
と
か
ら
、「
結
び
て
し
〈
大
王
〉

白
玉
の
緒

の
」（
巻
第
七
・
一
三
二
一
）
の
よ
う
に
、
「
大
王
」
で
テ
シ
を
表
記
し
た
例
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
上
代

人
は
王
羲
之
を
能
書
家
と
し
て
仰
ぎ
見
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
本
序
は
「
蘭
亭
序
」
に
直
接
す
る
部
分
は｢

快

然
自
足
」
く
ら
い
で
、
む
し
ろ
初
唐
の
王
勃
の
序
な
ど
の
形
式
に
倣
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
初
唐

の
詩
序
そ
の
も
の
が
「
蘭
亭
序
」
を
ふ
ま
え
る
も
の
で
あ
り
、
本
序
は
そ
う
し
た
中
国
の
詩
序
の
伝
統
に

則
っ
て
い
る
。

文
章
は
四
六
駢
儷
文
と
い
わ
れ
る
四
字
句
、
六
字
句
の
対
句
か
ら
な
る
美
文
を
中
心
と
し
、
も
と
よ
り

先
行
す
る
中
国
文
を
ふ
ま
え
る
表
現
で
あ
る
。

問
題
の
「
初
春
令
月

氣
淑
風
和
」
の
対
句
は
、
後
漢
張
平
子
〈
衡
〉
の
「
帰
田
賦
」（
文
選
巻
十
五
）

に
、「
於
レ

是
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
」
と
あ
る
も
の
に
よ
る
。

元
号
を
作
る
場
合
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
章
句
の
中
か
ら
二
字
を
選
ん
で
一
語
と
す
る
や
り
方
が
取
ら
れ
、

｢

明
治
」
は
、「
聖
人
南
面
而
聴
二

天
下
一

、
嚮
レ

明
而
治
」（
周
易
〈
易
経
〉・
説
卦
伝
）
か
ら
取
り
、「
大
正
」

は
、「
大
亨
以
レ

正
、
天
之
道
也
」
（
周
易
〈
易
経
〉
・
臨
）
か
ら
取
っ
て
い
る
。
二
つ
と
も
天
子
の
あ
る
べ

き
姿
勢
と
い
う
よ
う
な
（
臨
は
民
に
臨
む
）
意
味
合
い
の
章
句
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
「
昭
和
」
は
、「
百

姓
昭
明
、
協
―

二

和
万
邦
一

」（
尚
書
〈
書
経
〉・
堯
典
）
に
よ
る
。
天
子
堯
の
理
想
的
な
治
政
に
よ
っ
て
百
官

は
明
ら
か
な
務
め
に
は
げ
み
、
す
べ
て
の
邦
々
を
仲
良
く
さ
せ
た
と
い
う
意
味
。
「
平
成
」
は
、
「
地
平
天

成
」（
尚
書
・
大
禹
謨

地
平
ら
ぎ
、
天
成
り
―
地
も
平
静
に
、
自
然
も
順
調
で
あ
り
）
の
「
平
、
成
」
の

だ
い

う

ぼ

字
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
元
の
章
句
の
意
味
と
対
応
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
点
「
令

和
」
は
、
元
の
序
の
意
味
構
成
と
少
し
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
令
も
和
も
月
と
風
を
形
容
す
る
語

だ
か
ら
許
さ
れ
る
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
元
号
と
は
ず
い
ぶ
ん
趣
旨
の
異
な
る
意
味
で
、
君
主
制
で

な
い
現
憲
法
下
で
の
元
号
を
ど
う
規
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

―

国
書
か
ら
引
用
と
は
し
ゃ
い
で
い
る
場
合
で
は
な
い

―
。

｢

令
」
は
、『
説
文
解
字
』
に
、「
令

発
レ

号
也
、
从
二

亼

卩
一

」
と
あ
る
。「
亼

」
は
あ
つ
め
る
、「
卩
」

し
ゆ
う
せ
つ

し
ゆ
う

せ
つ

は
人
が
ひ
ざ
ま
づ
い
た
形
、
そ
の
二
つ
か
ら
成
る
会
意
文
字
、
人
を
集
め
て
従
わ
せ
る
の
意
。
よ
い
の
意

に
使
う
の
は
、「
善
」
の
意
で
、
前
掲
「
帰
田
賦
」
の
李
善
注
に
「
儀
礼
曰
、
令
月
吉
日
、
鄭
玄
曰
、
令
、

善
也
」
と
あ
る
。
令
月
は
縁
起
の
よ
い
月
。「
善
」
は
、
悪
の
対
で
、
み
ご
と
、
り
っ
ぱ
の
意
。
『
説
文
解

字
』
清
の
段
玉
裁
注
に
「
凡
そ
令
を
善
に
訓
む
は
、
霊
の
仮
借
字
也
」
と
あ
る
。
仮
借
は
字
の
な
い
語
に

既
に
あ
る
字
を
代
用
し
て
使
っ
た
り
、
字
は
あ
っ
て
も
同
音
の
他
字
を
借
り
て
使
う
や
り
方
で
、
こ
の
場

合
、
「
霊
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
音
の
似
た
「
令
」
で
代
用
す
る
用
法
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
（
邶
風
・
凱

風
）
に
「
母
氏
聖
善
、
我
無
二

令
人
一

」（
母
氏
は
聖
善
な
る
に
、
我
に
令
き
人
無
し
）
と
あ
り
、
後
漢
鄭
玄

よ

の
注
（
鄭
箋
）
に
「
令
、
善
也
」
と
あ
る
例
な
ど
で
あ
る
。
先
掲
李
善
注
が
「
儀
礼
」
鄭
玄
注
を
引
く
の
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も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
注
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
場
合
、
仮
借
字
で
あ
る
か
ら
「
令
」
の
本
来
の
意
義
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
中
国
語
に
特
徴
的

な
漢
字
の
用
法
で
、
日
本
で
漢
字
を
用
い
る
場
合
に
は
起
こ
ら
な
い
現
象
で
あ
る
。
万
葉
仮
名
を
仮
借
と

い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
類
似
と
言
う
に
留
ま
る
。
万
葉
集
か
ら
取
ら
れ
て
い
て
も
、
極
め
て
中
国
的
な
用

法
の
字
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
和｣

は
、『
説
文
解
字
』
に
、｢

和

相
応
也
、

从
レ

口
禾
声
」
と
あ
る
形
声
文
字
、
人
の
声
に
合
わ
せ
応
じ
る
、
ひ
い
て
、
心
を
合
わ
せ
て
や
わ
ら
ぐ
意
。

｢

初
春
令
月

氣
淑
風
和
」
は
、
初
春
の
正
月
の
よ
い
月
で
、
気
候
は
よ
く
風
は
や
わ
ら
い
で
い
る
の
意
。

従
っ
て
、「
令
和
」
は
、
よ
く
と
と
の
っ
て
や
わ
ら
か
な
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
英
語
な
ら

G
ood

harm
ony

で
あ
ろ
う
か
。
政
府
の

Beautiful

は
い
か
が
な
も
の
か
。
ま
た
、「
令
和
」
の
声
調
（
ア
ク
セ
ン
ト
）

は
少
し
や
や
こ
し
い
。
「
令
」
は
命
令
の
意
の
場
合
、
去
声
（
下
が
る
声
調
）
で
、「
和
」
は
平
声
（
平
た

く
発
音
す
る
声
調
）
だ
か
ら
、
上
平
平
の
声
調
（
レ
だ
け
高
く
発
音
）
と
な
る
。
た
だ
し
、「
よ
い
」
の
意

の
時
は
、「
霊
」
と
同
じ
で
平
声
だ
か
ら
、
平
平
平
の
平
板
ア
ク
セ
ン
ト
（
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
な

い
）
と
な
る
。
ま
た
、
漢
語
と
し
て
の
読
み
方
は
、
令
―
漢
音
レ
イ
・
呉
音
リ
ヤ
ウ
、
和
―
漢
音
ク
ワ
・

呉
音
ワ
だ
か
ら
、
リ
ョ
ー
ワ
（
呉
音
、
字
音
リ
ヤ
ウ
ワ
）
も
し
く
は
レ
イ
カ
（
漢
音
、
字
音
レ
イ
ク
ワ
）

と
な
る
べ
き
で
、
万
葉
集
が
多
く
呉
音
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
と
な
る
が
、
漢
音
呉
音

の
組
み
合
わ
せ
は
、
言
語
（
漢
音
ゲ
ン
ギ
ヨ
、
呉
音
ゴ
ン
ゴ
―
言
語
道
断
に
も
ち
い
て
い
る
）
を
ゲ
ン
ゴ

と
発
音
し
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
、
許
容
範
囲
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
安
倍
首
相
談
話
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
）
に
、
梅
花
歌
序
を
引
用
し
た
あ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
「
令
和
」
に
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

と
あ
る
が
、
梅
花
歌
序
の
件
の
一
節
に
も
と
も
と
こ
う
い
う
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
令
月
」
も
「
風

和
」
も
、
さ
し
て
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
、
宴
の
状
況
設
定
の
描
写
に
す
ぎ
な
い
。
安
倍
首
相
の
い
う

意
味
は
、「
令
和
」
の
考
案
者
、
或
い
は
決
定
し
た
政
府
に
よ
る
後
づ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
を

願
い
と
し
て
込
め
、
新
し
い
時
代
を
祝
福
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も
と
に
は
な
い
意
味
を
託
し
た
元
号

は
初
め
て
。
ま
た
こ
れ
ま
で
「
令
―
よ
い
」
は
元
号
に
使
わ
れ
て
い
な
い
と
ご
自
慢
だ
が
、
仮
借
字
な
の

で
使
わ
な
い
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

ま
た
安
倍
談
話
に
は
、

厳
し
い
寒
さ
の
後
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
日

本
人
が
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

し
た
日
本
で
あ
り
た
い
、
と
の
願
い
を
込
め
、「
令
和
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

と
も
あ
る
。

「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
が
咲
く
梅
を
め
で
る
の
か
散
る
梅
を
め
で
る
の
か
は
、
本
文
異
同
の
問
題
が
関
わ

る
。
右
に
、

請
紀
二

落
梅
之
篇
一

古
今
夫
何
異
矣

宜
下

賦
二

園
梅
一

聊
成
中

短
詠
上

、
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と
し
て
い
る
箇
所
、「
請
」
は
、
廣
瀬
本
・
細
井
本
、
寛
永
版
本
で
、
そ
の
他
の
西
本
願
寺
本
な
ど
に
は
、

｢
詩
」
と
あ
る
。

詩
紀
二

落
梅
之
篇
一

古
今
夫
何
異
矣

宜
下

賦
二

園
梅
一

聊
成
中

短
詠
上

、

「
請
は
く
は
落
梅
の
篇
を
紀
せ
」
で
は
な
く
、
「
詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。
古
と
今
と
夫
れ
何
か
異
な
ら

ね
が

し
る

し
る

む
。
園
梅
を
賦
し
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
」
と
な
る
。
中
国
の
詩
に
落
梅
を
詠
む
作
が
あ
る
、
古

ゑ
ん
ば
い

ふ

い
さ
さ

た
ん
え
い

今
に
違
い
は
な
い
、
こ
こ
で
も
園
の
梅
を
題
と
し
て
歌
を
詠
も
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
倍
談
話
は
、

も
と
よ
り
当
人
は
知
り
も
し
な
い
こ
と
だ
が
、
後
者
寄
り
と
な
る
。

｢

請
～
」
と
い
う
の
は
、
王
勃
の
詩
序
な
ど
初
唐
の
詩
序
に
多
く
見
ら
れ
、『
懐
風
藻
』
の
「
請
染
翰
操

、

紙
、
即
事
形
言
…
…
」（
下
毛
野
虫
麻
呂
）
と
同
じ
く
、
初
唐
の
詩
序
に
倣
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、｢

や
は
り
請
の
本
文
が
正
し
い
」（
小
島
憲
之
前
掲
書

一
九
六
四
）
と
い
う
判
断
に
従
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
一
九
六
四
年
（
論
文
発
表
は
そ
れ
よ
り
前
）
に
は
も
ち
ろ
ん
廣
瀬
本
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
寛
永
版
本
に
よ
っ
た
判
断
と
い
う
の
は
、
万
葉
集
研
究
で
は
珍
し
い
例
で
あ
る
。
実
際
に
三

十
二
首
を
見
る
と
、「
散
る
」
を
歌
詞
に
も
つ
の
は
、
十
首
ほ
ど
で
、
数
で
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
旅
人
自

身
が
、我

が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も

あ
め

（
巻
五
・
八
二
二

主
人
（
旅
人
））

と
落
梅
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。「
帰
田
賦
」
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
旅
人
は
世
俗
を

避
け
る
隠
逸
の
気
分
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
、「
咲
き
誇
る
梅
の
花
」
を
賞
で
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
注
）
「
蘭
亭
序
」
は
、
中
国
、
東
晉
の
書
家
王
羲
之
の
散
文
。
王
羲
之
が
永
和
九
（
三
五
三
）
年
に
謝
安
、
孫

綽
ら
四
一
人
の
文
人
を
集
め
て
催
し
た
蘭
亭
曲
水
の
宴
で
、
出
席
者
が
つ
く
っ
た
詩
を
ま
と
め
た
も
の
に
つ

け
た
序
文
。
会
の
由
来
、
情
景
か
ら
、
人
生
の
無
常
を
嘆
じ
る
感
慨
を
記
し
た
も
の
で
、
六
朝
時
代
の
代
表

的
散
文
の
一
つ
と
し
て
古
来
日
本
で
も
親
し
ま
れ
て
き
た
。
本
編
は
ま
た
、
そ
れ
を
書
い
た
王
羲
之
の
行
書

の
草
稿
の
筆
跡
が
有
名
で
、
古
今
の
名
筆
と
し
て
名
高
く
、
羲
之
は
こ
の
草
稿
を
の
ち
に
書
き
改
め
た
が
、

で
き
ば
え
は
行
書
の
草
稿
に
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
原
本
は
唐
の
太
宗
が
愛
好
し
、
没
後
に
一
緒
に

埋
葬
さ
れ
た
。
唐
代
の
初
め
に
虞
世
南
、
欧
陽
詢
、
褚
遂

良

ら
が
模
写
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。

ち
よ
す
い
り
よ
う

（
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
に
よ
る
）


